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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月5日(2016.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バイオベースポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）製品を製造する方法であって、
　（ａ）サトウキビからモノエチレングリコール（「ＭＥＧ」）を形成するステップであ
って、（ｉ）前記サトウキビを糖蜜及び砂糖に精製し、（ｉｉ）該糖蜜を発酵させてエタ
ノール及び二酸化炭素を生成し、（ｉｉｉ）可食性製品に使用するために、前記二酸化炭
素を捕捉し、（ｉｖ）前記エタノールをエチレンに精製し、（ｖ）前記エチレンをＭＥＧ
に精製することにより、ＭＥＧを形成するステップと、
　（ｂ）前記ＭＥＧをバイオベースＰＥＴに加工するステップと、
　（ｃ）前記バイオベースＰＥＴを重合してバイオベースＰＥＴ樹脂を形成するステップ
と、
　（ｄ）前記バイオベースＰＥＴ樹脂を加工して、ＰＥＴプリフォーム及びＰＥＴパッケ
ージングから選択されるバイオベースＰＥＴ製品を提供するステップと、
を含む、方法。
【請求項２】
　前記ＰＥＴパッケージングが、食品又は飲料の容器である、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記加工ステップ（ｂ）が、ＭＥＧとＴＡを溶融重合してバイオベースＰＥＴを形成す
るステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ステップ（ａ）が、（ｖｉ）前記エチレンを少なくとも１つのポリエチレンに精製
するステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのポリエチレンを加工して密封具、ラベル、又はＰＥＴ二次パッケ
ージングを形成するステップを更に含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのポリエチレンが、低密度ポリエチレン（「ＬＤＰＥ」）、高密度
ポリエチレン（「ＨＤＰＥ」）、直鎖状低密度ポリエチレン（「ＬＬＤＰＥ」）、超高分
子量ポリエチレン（「ＵＨＭＷＰＥ」）及びこれらの組合せから選択される、請求項４に
記載の方法。
【請求項７】
　前記加工ステップ（ｂ）が、ＭＥＧとＴＡを溶融重合してバイオベースＰＥＴを形成す
るステップを含み、
　前記重合ステップ（ｃ）が、前記バイオベースＰＥＴを固相重合してＰＥＴ樹脂を形成
するステップを含み、
　前記加工ステップ（ｄ）が、前記バイオベースＰＥＴ樹脂をバイオベースＰＥＴ製品に
成形するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記食品又は飲料の容器が、熱成形、押出成形、圧縮成形、射出成形、及び押出ブロー
成形から選択される方法により、前記バイオベースＰＥＴ樹脂の加工から製造される、請
求項２に記載の方法。
【請求項９】
　前記食品又は飲料の容器が、バイオベースＰＥＴびんである、請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記加工ステップ（ｄ）が、熱成形、押出成形、圧縮成形、射出成形、及び押出ブロー
成形から選択される方法を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのポリエチレンが加工されてＰＥＴ二次パッケージングを形成し、
該ＰＥＴ二次パッケージングがバイオベースＰＥＴパッケージング用である、請求項４に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記（ｉｉｉ）における可食性製品が、食品、飲料又は医薬製品から選択される、請求
項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記可食性製品が飲料である、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　可食性製品に使用するために、前記（ｉ）における砂糖を捕捉するステップを更に含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記可食性製品が、食品、飲料又は医薬製品から選択される、請求項１４に記載の方法
。
【請求項１６】
　前記可食性製品が飲料である、請求項１５に記載の方法。
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